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～現在、積極的にはお薦めしていませんが、対象者は無料で受けられます～


■　接種対象者　
　美濃加茂市に住所を有する、中学１年生に相当する年齢の女子
※小学６年生～高校1年生に相当する年齢の女子であれば、定期接種として受けることができます。

· 接種ワクチン　
次の2種類から選択制 （別紙の説明を読んで各自選択した上で、指定医療機関に予約してください）

【サーバリックス】　または 【ガーダシル】 (医療機関によっては一方のみ取り扱っている場合があります)

■　標準的な接種回数・方法
　【サーバリックス】
　　

　【ガーダシル】


1 十分な予防効果を得るためには、3回の接種が必要です。

2 接種途中から、ワクチンの種類を変えることはできません。
3 腕の筋肉に注射します。
4 3回の接種の途中で妊娠した場合は、接種は継続できません。その後については医師と相談してください。
■　接種の受け方
①健康課（保健センター）へ母子健康手帳をお持ちください。

接種についての説明を受けてください。その上で、予診票や説明書、医療機関一覧表などをお渡しします。

②指定医療機関（健康課にて一覧表配布）に予約をしてください。

※予約時に、「予防接種名・被接種者名・被接種者の生年月日・学年」を伝えてください。
③予約日に、医療機関で接種を受けます（無料）。

※接種済証用紙は、健康課（保健センター）で交付しています。

※被接種者の日常の健康状態をよく把握している保護者が付き添うことが原則です。　　
※予約をした後に接種を取りやめる場合は、必ず医療機関にその旨をお伝えください。
※美濃加茂市より転出した場合は、配布した予診票は使えません。転出先にご相談ください。
　

　問い合わせ　：　美濃加茂市　健康課　０５７４－２５－２１１１（内線３８９）
美濃加茂市


平成３０年度版


　　　　　





子宮頸がん予防ワクチンの予防接種は、平成２５年度から定期予防接種となりました。


予防接種の効果や目的、副反応、救済制度などについてよく理解し、接種を受けるか決めましょう。





ワクチンの種類によって異なるので要注意！
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毎月１０日までの予約　：　その月の１５日以降に接種が可能


毎月２０日までの予約　：　その月の２５日以降に接種が可能





持ち物　：　記入した予診票・母子健康手帳　（持っていない場合は、接種済証用紙）


　








